
特定非営利活動法人APLA（Alternative People’s Linkage in Asia）
フィリピン・ネグロス島での30年以上の経験を活かし「農を軸にした地域づくり」のための
ネットワークの構築を目指して、出会いや交流の場の創造を進めています。　www.apla.jp

株式会社オルター・トレード・ジャパン（ATJ）
バランゴンバナナやエコシュリンプなどの食べ物の交易で、生産者と消費者を顔と顔が見える関
係でつなぎ、人と人、自然が共生できる社会づくりを目指しています。　http://altertrade.jp

過去のPtoP NEWSはこちらから
特定非営利活動法人APLATEL 03-5273-8160 FAX 03-5273-8667 MAIL info@apla.jp

〒169-0072 東京都新宿区大久保2-4-15サンライズ新宿3F 野菜を植えるために灌漑パイプを設置

ノンルワン村のジョンさん
（コーヒー豆生産者）　from ラオス

野菜を植えるために灌漑パイプを設置
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キホンのATJ万能ドレッシング　
お好みの調味料を追加して色々アレンジ

大久保ふみ（おおくぼ・ふみ/ATJ）

ャキっとみずみずしい野菜のサラダがおいし
い季節。そんな時に活躍してくれる基本のド

レッシングレシピをご紹介します。
　マスコバド糖はサトウキビの持つ糖分以外の栄養
が多く残っているので、甘味の1種類としてとらえる
のではなく天然の旨味調味料として使用していま
す」と、砂糖だけではないマスコバド糖の使い方を提
案してくださる吉田シェフ監修のレシピです。
　そのままはもちろんのこと、お好みの調味料を追
加して色々なアレンジを楽しめます。パレスチナのオ
リーブオイルは、和風にも洋風にも馴染むのでドレッ
シングのベースとして幅広くご活用いただけます。

・パレスチナのオリーブオイル： 175㏄
・白ワインビネガーなどの西洋酢またはお好みの酢： 35㏄　
・ゲランドの塩 細粒塩： 小さじ1/2
・マスコバド糖： 小さじ1/4

①マスコバド糖以外の材料をよく混ぜる。
②最後にマスコバド糖を加えよく混ぜる。

＜材料＞

＜作り方＞

ラオス風味のコーヒーを
       自然体で作り続ける生産者

オス南部、ボラベン高原に位置するパクソン
から南下するとたどり着く村、ノンルワン。

同村出身の女性と出会って恋に落ちて結婚し、軍
隊を退役してコーヒー栽培を営んでいるジョンさ
んは、ATJの現地パートナー団体ジャイコーヒー
生産者協同組合（JCFC）の理念に共感し、筋ト
レや匍匐前進とは無縁の、自然に寄り添った
コーヒーを作り続けてきた一人です。
　訪問するといつも嬉しそうに案内してくれる
ジョンさんのコーヒー畑は、畑というか森。自宅
から凹凸の激しい轍の上でトラックを疾走させ、
その荷台で揺さぶられること20分、恋しくなった
地面に降り立つと、すかさず大型のヒルが嬉しそ
うに足元に寄り付き、頭上では「ワーンワーン」と
いうグラスハーモニカのようなセミの鳴き声が出
迎えてくれる、野性味溢れる土地に点在しています。
　不思議とヒルに食われている様子もなく、畑を目
指してサンダルで勝手知ったる森を歩きまわるジョン
さん。道すがら、突如視界から姿を消し、斜め前方の地
面にしゃがみこんだかと思うと、他人の土地で勝手にキ
ノコを採取して大はしゃぎ。お気に入りの木の前で「写真

撮ってー」とポーズを取るかわいい一面もある一方、集合写真
ではよそ見に終始し、おおらかで飾るところのない気質が魅
力のお方です。
　土地が広いこともあってか、ジョンさんの畑のコーヒーは
ソーシャルディスタンスもバッチリ。主流のカティモール、ATJ
に多くが輸出されるティピカの他にも、複数の品種を育てて
います。一見さんにはとても区別できない各品種の実をこっ
そり採取し、後でどれがどれかを尋ねてみたところ、得意げな
顔で淀みなく当ててくださいました。新しい土地を開墾して若
い苗もたくさん植えており、きちんと次世代に引き継ぐ準備も
されています。
　コーヒーは農産物。しかもラオスでは各生産者がパーチメ
ント（果肉を剥いて、中の種を洗って発酵させてから乾燥させ
た状態）に仕立てているため、条件は毎年異なります。自然相
手の難しい仕事なのですが、ジョンさんの作るコーヒー豆の
品質は、JCFCメンバ－の中でも抜群の安定感。いつ飲んで
も、いい味がします。これは栽培から加工に至るまで、まさに
矜持を持った丁寧な作業をされている証であり、柔らかくも
明るい素朴な風味のラオス・ティピカは、そんな彼の人柄を思
い起こさせずにはいられない味わいです。

若井俊宏（わかい・としひろ/ATJ）

コーヒーの実の摘み取りから、水洗い、パーチメント加工、脱穀、選別まで、生産者が丁寧に処理して出荷し
た豆を、最適の焼き加減で焙煎しました。豊かな香りと良質な苦味、やさしい甘みが口の中にゆっくりと広が
ります。ブラックはもちろん、ミルクにもよく合います。APLA SHOPで購入できます。☞www.aplashop.jp
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レシピ監修： きまぐれや 吉田友則シェフ

★瓶などに入れて冷蔵庫で保管すれば半月以上もちます。

ほんの
ひとつまみの
マスコバド糖を
最後に加える
のがキモ！



　こうした状況に対してオリーブオイルの出荷団体である
パレスチナ農業開発センター（UAWC）とパレスチナ農業復
興委員会（PARC）は、オリーブの産地であるヨルダン川西
岸地区の住民のニーズに応える形で支援を行ってきました。
　最初に実施した活動は感染予防対策です。消毒薬や石
けんなどを詰めた衛生キットを配布したり、医療NGOと協
同して感染予防セミナーを行いました。ロックダウンが継
続すると、ベツレヘム市をはじめとする都市住民は食料、

特に野菜不足に悩まされました。UAWCはヨルダン川渓
谷や北部の農民の協力を得て、3月下旬に４台のトラック
で計30トンもの野菜をベツレヘム市に運び、配布しまし
た。PARCもエルサレム市などの住民に23トンの野菜を届
け、さらに海外のフェアトレード団体や人道団体に協力を
呼びかけて1500家族に小麦粉や調味料を詰めたフード
バスケットを提供しました。

　野菜などの農産物がなかなか市場に出回らない状況を
見て、次にUAWCが取り組んだのが「土地に戻って耕そう」
キャンペーンです。UAWCは2003年、ヘブロンに在来種の
種子銀行を設立し、パレスチナの気候風土で育まれた在来
種の保存と普及に取り組んできました。短期間で育つキュ
ウリ、ナス、トマト、オクラ、ズッキーニ、カボチャ、インゲン、
スイカなどの夏野菜の苗を育て、約3000家族に配布しまし
た。住民たちは庭や空き地、屋上やベランダなど空間があ
ればどこでも工夫して菜園を作りました。配った苗は最終
的に40万本に達し、住民が新鮮で栄養ある野菜を手にで
きるようになりました。

　パレスチナは、イスラエルにとって農産物の最大の輸出
先の一つとなっており、市場にはイスラエル産の野菜や畜
産物が溢れかえっています。皮肉なことにパレスチナは食
料をイスラエルに依存しているのです。
　UAWCのフアッド・アブサイフ理事長はこう話します。
「土地や水といった生産手段や市場をイスラエルに奪われ、
自給出来ていないという脆弱な食料事情がコロナ禍をさら
に大きな災厄にしてしまいました。国内で地産地消の仕組
みを整えることが、人びとの暮らしを支え、食料を保障する
ことにつながります。野菜の苗を植えることは、パレスチナ
人にとって新型コロナウィルスから身を守るだけではなく、
イスラエル占領に対抗する手段でもあるのです」。

野菜を植えることのもう一つの意味

　新型コロナウィルスのために世界中で多くの人びとが移動を制限され
た不自由な暮らしを強いられています。しかし、占領下のパレスチナ人に
とって、こうした制限はいまに始まったことではありません。主要道路の至
るところに検問所やバリケードが設置され、ユダヤ人入植地との間には数
百キロにわたる分離壁が建設され、日常生活に支障をもたらしています。
また、入植者によるパレスチナの農民に対する暴力、オリーブの木を引き
抜いたり焼いたりする破壊行為が、卑劣なことに、新型コロナウィルスで
移動制限が厳しくなった3月以降倍増しています。
　さらに、パレスチナ国家の存在そのものを脅かす大問題が起きていま
す。イスラエルのネタニヤフ首相が、ヨルダン川西岸地区の面積の30%に

相当するユダヤ人入植地とヨルダン渓谷のイスラエル領併合を進めよう
としているのです（※）。すでに60万人以上のユダヤ人が住む入植地建設
は国際法違反として、国際社会から長い間批判を浴びてきました。また、
肥沃で水資源が豊かなヨルダン渓谷はパレスチナの「食糧庫」と呼ばれ、
約6万6000人のパレスチナ人が暮らしています。併合されると、この地で
パレスチナ人が住み続けることは不可能だとフアッドさんは断言します。
　他の場所では異常とされることが日常化しているパレスチナの現実。
私たちは改めてパレスチナの人びとと共に何ができるか考えたいと思い
ます。

コロナが浮き彫りにしたパレスチナの非日常性

配布用の野菜の苗を育てる

　世界的に新型コロナウィルス感染症が拡大し、人びとの暮らしに大きな影響を与えています。ATJのオリーブオイルの産地パレスチナでも、3月5日、
キリスト生誕の地として知られるベツレヘム市で初の新型コロナウィルス感染者が確認されました。パレスチナ自治政府は同日、1カ月間の緊急事態宣
言を発令し、翌日に全国の小中高や大学の休校、ベツレヘム市はロックダウン（都市封鎖）を行いました。さらに3月中旬にはすべての自治体が封鎖とな
り、人びとや物資の移動が厳しく制限され、7月現在も継続中です。

パレスチナパレスチナfrom from 

二重の災厄に苦しむパレスチナ
　      ～イスラエル占領下のコロナ事情～
二重の災厄に苦しむパレスチナ
　      ～イスラエル占領下のコロナ事情～

農民が都市住民に野菜を提供

小林和夫（こばやし・かずお/ATJ）

空き地が家庭菜園に変身

UAWCが配布した野菜を
受け取った子どもたち

新型コロナウィルス感染予防のため、フィリピンやインドネシア、東ティモールなどの他の民衆交易品の産地でも、人びとはさまざま
な制約の中で生産活動に従事しています。産地の様子はATJウェブサイトで随時報告していますので、ご覧ください。

※APLAとATJは、パレスチナに関係するNGO、市民団体などと連名で、日本政府外務省に対してイスラエルによる併合を阻止するための適切な行動を取るよ
う要請する声明を提出しました。（声明文は以下で検索）

日本国際ボランティアセンター（JVC） AIDA声明 「イスラエルによるヨルダン川西岸地区併合を阻止する行動を取るよう国際社会に求める」」

オルター･トレード･ジャパン（ATJ）


